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第２号様式 

会 議 議 事 録 

 

１ 会議名 令和６年度 第１回 長岡市子ども・子育て会議 

２ 開催日時 令和６年７月２３日（火曜日） 

午前１０時から正午まで 

３ 開催場所 ながおか市民防災センター ２階 研修室 

４ 出席者名 （委員） 

渡辺美子委員長、八木義克委員、太田洋一委員、宮下一穂委員、

佐藤恵子委員、宮下あさみ委員、若井仁資委員、櫻井和夫委員、

日野奈保子委員、成田涼委員、田邉香織委員、五十嵐俊子委員、

高橋美幸委員、岩﨑佳洋委員、横澤勝之委員、久保和喜委員、 

竹内祐貴委員、池田吏惠委員 

（アドバイザー） 

小池由佳教授（新潟県立大学） 

（事務局） 

子ども未来部：星野部長 

保育課：江田課長、 

子ども家庭センター：大久保所長 

学校教育課：田中係長 

子ども・子育て課：深澤課長、殖栗課長補佐、馬場係長 

丸山主査、猪又主事、小林主事 

金子子どもナビゲーター 

         池田子どもナビゲーター 

政策企画課：平野係長 

（調査受託会社） 

㈱サーベイリサーチセンター北陸事務所 鈴木主任 

５ 欠席者名 山川千恵子副委員長、内藤貴志委員 

６ 議題 （1）委員長指名、副委員長選出 

（2）令和６年度長岡市子ども・子育て会議について 

（3）令和５年度子育て支援施策の実施状況について 

（4）長岡市こども計画（仮称）について 

（5）グループワークについて 
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７ 会議結果の概要 議事（1）について 

・委員長指名、副委員長選出 

議事（2）～（4）について 

 ・事務局が資料№１～№３－５及び事前配付資料に基づき説明 

 ・質問・意見等は下記のとおり 

議事（5）について 

 ・事務局の説明後、４グループに分かれ、グループワークを行い、

その概要をグループごとに発表 

８ 会議の内容 

事務局 

 

事務局 

 

部長 

 

委員 

 

アドバイザー 

 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

１ 開会 

 

２ 委嘱状交付 

 

３ あいさつ 

 

４ 委員自己紹介 

 

５ アドバイザー自己紹介 

 

６ 議事 

 

議事（１）委員長指名、副委員長選出について、当日配付資料№

１「長岡市子ども・子育て会議条例」の第５条第１項により、渡辺

美子委員を委員長に指名した。 

 

同条例第５条第３項により、委員長は山川千恵子委員を副委員長

に指名した。 

 

議事（２）令和６年度長岡市子ども・子育て会議についてと議事

（３）令和５年度子育て支援施策の実施状況について、事務局の説

明をお願いします。 

 

当日資料№２及び事前配付資料№１－２に基づき説明 

 

  （意見・質問等なし） 

 

 議事（４）長岡市こども計画（仮称）について、事務局の説明を

お願いします。 

 

 事前配付資料№３－１及び当日資料№３－１～№３－５に基づ
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委員 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

部長 

き説明 

 

 高校生や若者への意見聴取はどのように行うのか。 

  

 高校生は昨年度実施したニーズ調査を通して意見を聴いており

ますが、対面での意見聴取については今後検討していきたい。 

 

 ながおか・若者・しごと機構でも意識調査を実施しているが、連

携しているのか。 

 

 ながおか・若者・しごと機構とは、調査項目の内容などについて、

連携しながら実施しているところです。 

 

 こども計画の対象の年齢が 39 歳までというのは明記しないと分

かりづらいと思うが、サブタイトルを付けたりするのか。 

 

 こども大綱において、「こども」は心身の発達の過程にある者と

して定義されていますが、若者については年齢的な定義は示されて

いないため、長岡市のこども計画における若者の年齢を定義するか

しないかも含めて、今後整理していきたい。 

 

 児童クラブでの意見聴取について、利用しているのは共働き家庭

などの１～３年生と限られているが、そこに絞って意見を聴くこと

が目的なのか。それとも、いろいろな状況のこどもに意見聴取する

ことが目的なのか。 

 

 夏休みに実施する児童クラブでの意見聴取については、児童クラ

ブを利用している限られたお子さんを対象にしています。 

 一方で、小中学生を対象にしたアンケートを通じて呼びかけ、意

見を述べる場に参加してみたい児童・生徒を募り、意見を集めたい

とも考えており、例えば、ミライエの１室に集まってもらい、意見

を聴くことも検討しています。 

 

 かがやき塾もあるので、すでにあるものや他課とも連携してもい

いと思う。 

 

 資料に掲載しているものは、狭い範囲で現時点で実施しようと決
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委員長 

 

 

委員長 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めているものですが、もっとたくさんの意見を聴取する必要がある

と認識しておりますので、いろんな機会をとらえて、これ以上のこ

とはやりたいと思っています。 

 

 委員の中には、子ども会連絡協議会の方もいるので、連携しなが

らやっていただきたい。 

 

議事（５）グループワークについて、事務局の説明をお願いしま

す。 

 

グループワークについては、「長岡市こども計画（仮称）」を策定

するにあたり、「大切にしたい視点」や「盛り込みたい要素」につい

て、ご意見をいただきたいと思っております。 
その際、当日配付資料№３－４の、現計画の「計画策定にあたっ

ての基本的視点」、「基本目標」、「基本施策」が記載されていますの

で、これらをベースに修正していただいても結構ですし、新たな視

点として、こういう視点が大切ではないかというご意見でも結構で

す。また、具体的にこういう取組みが必要ではないかという提案で

も構いません。皆様から幅広くご意見をいただきたいと思っており

ますので、よろしくお願いします。 
 

（グループワーク後、グループごとに発表） 

 

【Ａグループ】 

・こどもの様々な居場所づくりや長岡に帰ってきたいなと思える

ようなまちづくりについて、多世代や地域との交流が、そういう

思いにさせていると思う。 
・現実は、長岡に帰って来るこどもたちが非常に少ないという実態

もある中で、どうやったら長岡を好きになって、また戻ってくる

んだろうという少子化を解消する視点も必要。 
・例えば、企業や職場環境で、本来であれば、「こどもができた。」、

「結婚した。」というときに喜ばれるはずだった時代から、今で

は、「男性が育休を取るのか。」という現実が企業内あるいは職場

内でもまだ多いんじゃないかなと思いますので、そういうムード

を変えていかなければいけない、オール長岡でみんなで支えてい

くんだというムードを作っていかないといけない。 
・出会いがないと子育てもできないし、出会いの場も必要。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

・出会いの前に未来をしっかりとイメージできる、そういう世代ご

との教育も必要。 
・児童クラブや児童館でこどもを預かったりする様々な環境、その

多様なニーズに答えるような、そういう環境整備も必要。  
・行政の予算は限られて難しいかもしれないが、今、長岡市で必要

なニーズに応じた財政的な支援もこれを機会に行政に要望して

いただきたい。 
 

【Ｂグループ】 
・親子のコミュニケーションの取り方の問題がある。 
・親自身がこどもとコミュニケーションを取りたいがどういうこ

とをすればいいのか、どこかに行けばこどもと一緒に活動でき

るのかという情報を持っていない方がいる。例えば、丘陵公園

が無料になると、たくさんの親子が来るので、施設の無料化イ

ベントの情報提供をして、親子で行って楽しい活動をしてもら

うことでもいい。 
・親が子育てに無関心ということもあるので、そういうことが防

げるような活動した方がいい。 
・一方で、こどもの問題で、例えばタブレットを小さい頃から持

たせると、こどもは楽しいが、親と話ができないような状況も

ある。例えば、時間制限を設けるとか、小さい頃は持たせない

ということも必要ではないか。 
・こどもの体験については、子ども会連絡協議会でもいろいろ活

動している。参加してくれるこどもたちは、楽しい経験をし

て、仲間もできて、コミュニケーションも取れるというように

なるので、そういう活動にたくさん参加してもらえばいい。 
・保育士の資格は、保育士と幼稚園教諭の２種類があって、費用

負担が大きいうえ、２種類を取るのが大変だから、人によって

は保育士だけしか取らないために、こども園では仕事ができな

いということもあるので、資格取得の負担軽減なども必要にな

ってくるかもしれない。 
・幼稚園・保育園から小学校に上がったときに、それまで問題な

かった子が小学校に入ったときに具合が悪くなるということも

あるので、幼保小の連携が大事。 
 

【Ｃグループ】 
・キーワードは、ゆとり。親にも子供にも気持ち・時間・経済的
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委員 

 

 

 

な余裕がないと、いろんなことが大変なので、余裕はほしい。

そこには、働き方や子育てしやすい職場の協力も大切。 
・大事なのが居場所。社会の中で自分の居場所があると、こども

が思えるというのが大事。放課後児童クラブを高学年が利用し

やすいようにするなど。どの世代になっても、こどもたち、大

人にとっても居場所が確保できるというところが大切。 
・そのためには、安心感が土台に必要。こどもから若者に成長し

ていく中で、自己肯定感や生きる楽しさを持てるように、安心

感というところが大事。 
・気持ち的に厳しくなり、なかなか外に相談に出れないという親

御さんにも「ここなら大丈夫だよ。」というところに繋げてあげ

て、安心して子育てができる環境にすることが大事。 
・若者が長岡に戻って来ないという話もあったが、大人になって

地元で生活するイメージを作れるようにすることも大事。大人

が楽しそうに暮らしている、仕事をしている、子育てをしてい

るというイメージがあれば、自分たちもそうなりたい、ここに

いたいと思ってくれる。そういうイメージづくりという意味で

も、モデルケースも含めて、身近にいる大人が楽しそうに暮ら

しているということが大事。 
・繋がりというところで、身近なところでの相談相手、繋がりを

持てるというのがすごく大事。小さい地域の繋がりもあります

し、逆に地域が近すぎて相談がしにくいという方にとっては、

広いエリアでの相談先や、同じようなお子さんを持った方との

親同士やこども同士の繋がりということで、当事者以外も巻き

込みながら、いろんな方に支援をいただきながら繋がりを作っ

てあげるということが大切。 
・経済的な厳しさも言われているが、受けたい教育を受ける権

利、お金のことを心配しないで、安心して高等教育を受けられ

るということは、大事。自分のご家庭の責任ではなくて、社会

全体で受けたい教育をこどもたちが受けていける、それで生き

生きと、いろんな力をつけて、長岡で生活していてもらえると

いうところに繋げていけるといい。 
 
【Ｄグループ】 
・出会いということで、結婚に向けて安心して参加できるマッチ

ングアプリや、結婚に向けたおせっかい役さんが大切。 
・働き方では、いきなりハローワークに行くことにハードルの高
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アドバイザー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さを感じる方もいるので、ハローワークの前にワンクッション

あるといい。こどもを産んで仕事を一旦辞めた後の再就職の応

援があると、子育てしながら働きやすい。 
・地域や町内には、お年寄りもたくさん暮らしてますので、長期

の休みに お年寄りが子育て支援ができるような体制が整うと、

児童館を利用しなくても済むようなお子さんもいる。 
・地域が充実して、こどもが地域で集まって相談したり、おやつ

を一緒に食べたりするような場所もできていくといい。 
・子育てについてはいろいろと補助が出てますけども、 同居して

いる家族への補助があると、今は核家族が多いですが、同居し

ようかなという人たちも増えてくるかもしれない。 
・引きこもりの若者への支援や、長岡市でもいろいろな取組みを

しているので、その情報を対象者に発信することも大切。 
・相談支援ということで、長岡版ネウボラは、出産から育児まで

切れ目ない支援と言っているが、例えば中学校卒業して高校に

行かないこどもたちへの支援が切れたりするので、０歳から高

校生までなどの本当に長い支援があってもいい。 
 

７ その他 アドバイザーからのまとめ 

今回のこども計画の策定は、大きな方向転換であることを認識し

ていただきたい。今までは子育て支援が中心でしたが、今回はこど

もが権利の主体であることを明確にした計画を作ってくださいと

いうことです。 

長岡市の現計画では、基本理念の中に「育つ喜び」という言葉が

入ってるのがすごくいいと思っている。この「育つ喜び」というの

は、こども自身が、自分たちが大事にされているとか、自分たちが

権利の主体として長岡市で生きていく、暮らしていくということが

喜びになるということにも繋がっていくかと思いますので、そこを

今回の計画の中で位置付けていただきたい。 

これは事務局への話になろうかと思いますが、今回の計画の第

２部の第１章のライフステージを通した重要事項の最初の「こど

も・若者が権利の主体であることの社会全体での共通等」は、こ

こでもいいですが、全体のところに見える形にしてもいいのかな

と思いました。 

こどもたちの声を聴くということも今回の計画策定の中では大

事な項目である。長岡市でも意見聴取の計画があったが、本気で聴

こうと思ったら、半年では無理である。対象者の年齢に幅もあるし、
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事務局 

障害のあるお子さんの声や、ひとり親など、様々な状況の方の声を

どうやって聴いていくかということになる。 

今回の計画の策定の中では、まずはこどもの声を聴いていきま

しょうというところからスタートし、５年間かけて、長岡市のい

ろんなこどもたちの声を聴いていく中で、このこども計画の第１

期が終わったところで、いろんなこどもたちの声が集まってきた

よねというイメージで進めれればいいのかなというふうに思いま

す。  
また、施策的にこどもの声を聴くというのが始まってるので、

こどもたちにはいろんなアンケートがきています。早急に実施し

て、こどもたちに「また」と思われるよりは、 丁寧に進めていた

だければと思います 
一方で、こどもたちも大人に言いたいことがあって、話を聞いて

ほしいと思っている。意見聴取の場を設定するだけでなく、日常の

中で、こどもたちの声を聴くことを大事にしてほしい。日頃から大

人は話を聴いてくれる存在なんだなという前提があると、安心して

意見を伝えることができるようになる。 

今回の計画では、少子化対策、子ども・若者、子どもの貧困対策

を盛り込んだ計画となる。その際、昨年 12 月に閣議決定された「は

じめの 100 か月の育ちビジョン」と「こどもの居場所づくりに関す

る指針」も意識してほしい。 

妊娠期からの学校に入るまでの 100 か月の質をどう担保してい

くかということが非常に課題になってきている。あわせて、地域の

中でこどもの居場所をどう確保するかが大事な観点となる。 

働き方については、長岡市の調査でも課題が見えてきた。一方、

夕方４時から夜の９時や 10 時までは仕事を入れない時間帯にしよ

うという動きが出てきている。子どもが学校から帰ってきて寝るま

での時間、ここを空けるべきではないかという話も出てきていま

す。このように、ライフの中にワークがあるという考え方に発想を

変えることで、私たちの生活の豊さにつながるという考え方も示さ

れているので、そういった観点からも一緒に考えていただければと

思います。 

 

８ 閉会 

９ 会議資料   別添のとおり 

 


